
利用者ニーズに応じていない長期休園等への対応について 

 
平成 29年 6月 13日 

こども・子育て支援会議教育・保育部会 
 
 平成 28年度第 1回こども・子育て支援会議において、育児中の保護者がより働きやすい環境の提供のため
「夏休み等のまとまった休暇のある施設とない施設」についての課題提起があり、大阪市として今後対応して

いく必要がある。 
 
 
○民間保育施設等の休園日の設定状況、認可基準・運営の条件 
   別紙のとおり（平成 28年度第 2回こども・子育て支援会議；資料 4-2） 
 
 
○こども・子育て支援会議（平成 28年度第 2回）における意見等 
□各委員からの意見 
・公募条件や認可基準があり、市規定を超える休園日を設定することはおかしい 
・休園日が年間 6日以上もある園に対して、市としてどのように対処するのか 
・幼稚園、認定こども園としては、保育士・先生も労働者なので休暇取得していただく必要がある 
□事務局から 
・認可基準・認可要件を示して認可をしているので、守られていない部分はチェックしていく必要 
□課題提起された委員から、 
・休園日などについてチェックをしていく、休園日が多い園は指導していく方針と理解 

 
 
○今後の対応方針 
・近年、設置認可された保育所、認定こども園等の設置主体からは、公募時には運営基準に基づいた運営を

行う旨の応募書類が、認可時には認可基準に基づいた運営を行う旨の申請書を受理している。 
・一方で、約半数の保育所や認定こども園等が本市の規定と異なる休園日を設定している。 
・市民の声等によると、休園日の設定そのものへの憤りの意見もあるが、多くは休園日が多すぎて対応でき

ないという意見である。 
・当面、認可基準と異なる休園日が一定日数を超えるものについて重点的に対応していくこととする。 
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